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石
垣
島
が
沖
縄
の
は
る

か
南
方
に
あ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
た
。
地
図
を
拡

げ
て
み
て
驚
い
た
。
那
覇

ま
で
は
四
百
キ
ロ
。
東
京

に
は
千
九
百
キ
ロ
。
し
か

し
、
台
湾
ま
で
僅
か
二
百

キ
ロ
。
そ
し
て
、
台
湾
の

北
端
よ
り
南
だ
。
週
二
回
、

台
湾
か
ら
大
き
な
観
光
船

が
来
る
。
お
目
当
て
の
一

つ
が
品
揃
え
豊
富
な
百
円

均
一
と
か
。

　
亜
熱
帯
の
気
候
。
海
に

は
熱
帯
魚
の
泳
ぐ
珊
瑚
礁

が
あ
る
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
や

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
船
が
準

備
中
。

　
石
垣
島
の
西
方
に
は
西

表
島
、
与
那
国
島
、
波
照

間
島
な
ど
小
島
が
あ
る
。

左
に
見
え
る
船
は
、
そ
こ

へ
の
フ
ェ
リ
ー
。
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
で
、
小
ぶ
り
の

の
コ
ン
テ
ナ
を
積
み
込
ん

で
い
た
。

　
中
央
の
高
層
ビ
ル
は
ホ

テ
ル
。
島
に
は
大
き
な
ホ

テ
ル
が
い
く
つ
も
あ
る
。

　
石
垣
港

沖
縄
県
石
垣
市

休
む
予
定
で
し
た
が
発
行
し
ま
し
た
。
来
週
休
む
か
も
。

安倍君、いつから絶対君主になったの？

埋
め
立
て
承
認
取
り
消
し

　
辺
野
古
沿
岸
部
埋
め
立

て
承
認
を
翁
長
知
事
は
、

取
り
消
し
た
。

　
住
民
を
収
容
所
に
押
し

込
め
て
お
い
て
、家
や
墓
、

畑
を
押
し
潰
し
て
作
っ
た

普
天
間
基
地
。「
そ
の
基

地
が
危
険
だ
か
ら
替
わ
り

を
寄
越
せ
」と
云
う
の
は
、

「
盗
ん
だ
財
布
を
返
す
か

ら
、
お
金
を
出
せ
」
と
云

う
こ
と
。

　
一
九
九
五
年
に
米
兵
が

少
女
を
暴
行
。
沖
縄
県
民

の
基
地
撤
去
の
怒
り
で
、

翌
年
、
日
米
で
「
普
天
間

基
地
返
還
」
を
合
意
。
し

か
し
、
そ
れ
は
「
辺
野
古

に
新
基
地
建
設
」
に
変
え

ら
れ
た
。

　
仲
井
真
前
知
事
の
埋
め

立
て
承
認
に
瑕
疵=

ミ
ス

が
あ
る
と
取
り
消
し
た
の

が
翁
長
知
事
の
立
場
。

政
府
が
政
府
に
救
済
を

　
防
衛
局
は
「
行
政
不
服

審
査
法
」
を
使
い
、
国
土

交
通
大
臣
に
、
翁
長
知
事

の
取
り
消
し
を
無
効
に
す

る
こ
と
、
又
、
取
り
消
し

の
執
行
停
止
を
訴
え
た
。

　「
執
行
停
止
」
で
埋
め

立
て
が
始
ま
れ
ば
、
裁
判

所
で
判
決
が
出
る
頃
に
は

回
復
不
可
能
だ
。

政
府
が
政
府
に
申
請
？

　
政
府
が
、
自
分(

＝
政

府)

に
地
方
自
治
体
の
決

定
を
覆
せ
と
訴
え
た
ら
、

通
ら
な
い
訳
が
な
い
。
こ

れ
が
ま
か
り
通
っ
た
ら
、

地
方
自
治
体
が
何
を
決
め

て
も
国
が
ひ
っ
く
り
返
せ

る
。
地
方
自
治
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

　
元
々
「
行
政
不
服
審
査

法
」
は
住
民
が
地
方
自
治

体
の
決
定
に「
異
議
あ
り
」

と
訴
え
る
時
の
受
け
皿
。

政
府
の
機
関
が
、
私
人
と

し
て
そ
れ
を
使
う
こ
と
自

体
違
法
で
は
な
い
か
。

　
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


